
価格高騰対応設備導入補助金
令和5年度 中小企業等原油・原材料価格高騰等対応設備導入緊急支援事業補助金

令和５年度新潟県委託事業

実績報告書の記載方法

新潟県価格高騰対応設備導入補助金事務局

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
こちらの動画では、価格高騰対応設備導入補助金の実績報告書の記入方法や注意点、添付する書類についてご説明させていただきます。



提出していただく書類について（２）1

⑪ 第7号_中止（廃止）承認申請書

⑫ 第8号_完了延期報告書

⑬ 第9号_実績報告書

⑭ 第10号_事業実績書

⑮ 第11号_収支実績書

⑯ 第12号_取得財産等管理台帳

⑰ 別紙3CO2排出量算出シート（実績）

⑱ 別紙4既存設備と導入設備の比較表（実績）

⑲ 第13号_事業効果報告書

⑳ 第14号_財産処分承認申請書

① 申請書作成ガイド（入力項目の説明）

② 補助対象要件及び申請書類チェック表

③ 第1号_交付申請書 （別記第１号様式）

④ 第2号_事業計画書 （別記第２号様式）

⑤ 第3号_収支予算表 （別記第３号様式）

⑥ 第4号_暴力団誓約書 （別記第4号様式）

⑦ 第5号_事前着手届 （別記第５号様式）

⑧ 別紙1CO2排出量算出シート（交付）

⑨ 別紙2既存設備と導入予定設備の比較表（交付）

⑩ 第6号_計画変更承認申請書 （別記第６号様式）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
実績報告書は、申請時にご記入いただいた「01-2、第１号から14号様式」を継続して使用いたします。実績報告書でご記入いただくものは、赤字の⑬から⑱までの５つのシートです。�なお、税抜き単価50万円以上の機械装置等を取得した場合は、⑯　第12号_取得財産等管理台帳もご記入ください。



実績報告書の記入項目について2

手入力項目

自動（リンクまたは自動計算）

プルダウン（リスト）から選択

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
シートは、記入項目が3種類あり、入力方法の違いで色分けされています。�ベージュの枠は、必要な情報、数字を直接入力いただく項目です。薄い青の枠は、自動的に参照、もしくは計算して入力される項目ですので、入力は不要です。�グレーの枠は、チェックボックスから該当する項目をお選びください。�ご提出される実績報告書は、該当する書類の入力欄をすべて記入し、空欄が無いよう確認のうえ、ご提出ください。また、数値などは、添付するすべての資料と整合性がとれるように記入をお願いいたします。それでは、各様式の記入にあたっての注意点についてご説明いたします。



別記第９号様式 実績報告書3

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まず第9号様式　補助金実績報告書についてご説明します。



別記第９号様式 実績報告書4

交付決定を受けた枠にチェック

５ 10 １０

提出する日付を記入

申請書の申請者情報と連動
法人の場合：登記簿上の住所
個人事業主：確定申告書類の住所950-8650

新潟市中央区新光町4－1

株式会社〇〇〇〇〇〇

代表取締役 □□□ □□
交付決定通知書の日付を記入

５ ５ 10

交付決定通知書の書類番号を記入

000

別記第11号様式「2支出」の「補助金額」と
一致する金額を記入866,000

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
日付は事務局へ提出する日をご記入ください。申請者の住所、名称等は、ご提出いただいている申請書でご記入いただいたデータから連動して自動入力されます。�標題下の日付および番号は、交付決定通知書の右上にある発行日および3桁の書類番号をご記入ください。１の事業実績は、交付決定を受けた補助金枠の種別から該当する枠をチェックしてください。２の、補助金の額は、収支実績書の「補助金額」と一致する金額をご記入ください。



添付する通帳写しにある口座名義人と同一であること

別記第９号様式 実績報告書5

総務部 課長 △△  △△△

025-123-4567 025-123-1234

abcde@xxxx.co.jp

振込先には申請者名義の口座情報を記入

〇〇〇〇銀行

□□□支店

0123456

◇◇◇ ◇◇

◇◇◇ ◇◇

申請書の連絡先と連動

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
4の補助金の振込先には、申請者名義の口座情報をご記入ください。添付する通帳写しの口座名義人と同一かどうかご確認ください。なおこの欄は支払い先業者の口座ではありませんので、ご注意ください。5の連絡先は、事務局から連絡させていただく申請事業所ご担当者の情報です。申請書の連絡先から連動して自動入力されます。



別記第10号様式 事業実績書6

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
続いて第10号様式、事業実績書についてご説明します。



別記第10号様式 事業実績書7

申請書 第2号様式「3事業概要」の対象事業所と連動

株式会社●●●● ▲▲工場

長岡市沖田２－●－●

別紙3 CO2排出量算出シートの合計数値と連動

28.53

支払いまで終えた
事業完了日を記入

５ 10 １０

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「補助対象事業を実施した事業所」の欄には、申請書の第2号様式の対象事業所と同じ場所が自動入力されます。「補助事業完了年月日」は、設置工事のみでなく、支払いまで終えた事業完了日を記入してください。「今後１年分のCO2排出量」欄は、後ほどご説明する「別紙3　CO2排出量算出シート」の合計数値が自動入力されます。



別記第11号様式 収支実績書8

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
第11号様式、収支実績書についてご説明します。



別記第11号様式 収支実績書9

交付決定通知書に記載されている
補助金額を記入

原則として、申請書の第3号様式
収支予算書と同一の内容を記入

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
2の支出（実績）欄は、原則として、申請書の第３号様式の収支予算書と同一の内容を記入してください。経費に変更があった場合は、変更金額をご記入ください。なお、各経費相互間のいずれか低い額の20%を超える配分変更がある場合は、事前に「変更承認申請書」と変更見積書の提出が必要ですので、ご注意ください。補助率は、ドロップダウンリストから交付決定を受けた枠の種類をお選びください。補助金交付申請額は自動で計算されます。交付決定通知書記載の補助金額欄には、交付決定時にお送りした通知書に記載されている補助金額を記入してください。青いセルは、自動入力となりますので、手入力はしないでください。



別記第11号様式 収支実績書10

「自己資金」 ＝ 「補助対象経費合計（A）」ー「補助金額（BまたはCのいずれか低い額)」

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
１の収入（実績）欄の本補助金額および合計金額は、２の支出欄のデータより自動的に入力されます。�自己資金については、補助対象経費合計（A）から本補助金額を差し引いた金額をご記入ください。



別記第12号様式 取得財産等管理台帳11

税抜単価50万円以上の導入設備について記入

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
第12号様式、取得財産等管理台帳についてご説明します。工事費を含め単価50万円以上の導入設備について、こちらの台帳に記入が必要です。単価50万円以上の導入設備がない場合は、台帳への記入は不要です。



別記第12号様式 取得財産等管理台帳12

規格には型式を記入

同一規格・同一単価
であればまとめて記
入可能

金額は税抜で記入

取得年月日は支払
い完了日を記入

保管場所は実施事
業所を記入

※単価・金額には設備費だけでなく、該当設備の導入にかかる工事費を合算した税抜額を記入

※既存設備の撤去および廃棄にかかる経費は含めない

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
単価・金額欄には、設備費だけでなく、該当設備の導入にかかる工事費を合算した税抜き金額を記入してください。ただし、ここには既存設備にかかる撤去工事、運搬費用、および廃棄、フロンガス改修費といった経費は含みませんのでご注意ください。また、収支実績書や見積書で、工事費が複数設備をまとめて計上されている場合、当台帳の金額の計算方法について説明を求めることがありますので、あらかじめご了承ください。規格欄には、導入設備の型式を記入してください。数量は、例えばエアコンの同じ型式のものを複数台導入した場合など、同一規格・同一単価であれば、まとめて記入できます。取得年月日は、工事終了後の支払い完了日を記入してください。保管場所は、事業を実施した事業所名と住所を記入してください。



別紙3 CO2排出量算出シート（実績報告用）13

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
別紙3、CO2排出量算出シートについてご説明します。



別紙3 CO2排出量算出シート（実績報告用）14

申請時、別紙1に記載の使用エネルギーについて、
支払いを終えた翌月を開始月とした、1年間の使用
予測量を記入

切替設備に関するCO2排出量だけではなく、設備を導入
した事業所において使用しているすべてのエネルギーに
ついて記載

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
このシートには、導入後1年間のエネルギー使用見込み量を記入していただきます。�支払いを終えた日の翌月を開始月として、１年間の使用見込み量をご記入いただきます。切替設備に関するCO2排出量だけではなく、申請時の別紙1に記載した設備を導入した事業所において使用しているすべてのエネルギーについて、省エネ設備を導入したことによるエネルギー使用量の削減を見込んだ数値を記入してください。�東北電力以外の電力使用がある場合、CO2排出原単位の欄は、申請時と同じ数値をご記入ください。なお、CO2排出量については、令和7年5月1日までに、補助対象事業の実施によるエネルギー使用量の実際の削減効果について記載した「事業効果報告書」を提出してください。



別紙4 既存設備と導入設備の比較表（実績報告用）15

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
別紙４、既存設備と導入設備の比較表についてご説明します。



原則として、申請書の別紙2と同一の内容を記入

別紙4 既存設備と導入設備の比較表（実績報告用）16

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
原則として、補助金申請時に提出した別紙２と同じ内容を記入してください。導入設備の型式に変更があった場合は、変更後の型式および仕様書に記載の数値をご記入ください。また、型式が変わった理由について、補足欄にご記入ください。なお、導入設備の型式変更は、事業実施前に事務局への連絡が必要ですのでご注意ください。



※書類の名称、発行日、宛名、発行者名、金額、設備の型式などの内容を明記すること

添付書類 見積書等の写し17
必要な経理書類

見積書 発注書
または契約書

納品書
または完了報告書

支払いを証する書類請求書

〇銀行振込の場合は、以下のいずれかの書類が必要
振込金受取書、ＡＴＭの利用明細書、ネットバンキングの振込記録
○クレジットカードによる支払の場合は、以下のすべての書類が必要
領収書（レシート不可）、クレジットカード利用明細、預金通帳の該当引き落とし部分
○電子マネーによる支払の場合は、以下のすべての書類が必要
領収書（レシート不可）、電子マネーの支払履歴画面、登録情報画面

インターネット取引の場合も必要

補助金の「交付決定日」以降の日付であること
（事前着手を除く）

申請時に提出した書類を再提出
相見積がある場合は、相見積も提出

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に、添付する経理書類についてご説明します。まず、見積書については、補助金申請時に提出した書類を再度ご提出ください。１件あたり税込み100万円を超える取引きで、相見積書を取得している場合は、あわせて提出をお願いします。次に、発注書または契約書、納品書または完了報告書、請求書、支払いが確認できる書類です。支払いが確認できる書類は、支払い方法により必要な書類が異なりますので、ご確認のうえご提出ください。必要な経理書類は以上の5種類です。これらの書類には、書類の名称、発行日、宛名、発行者名、金額、設備の型式などの内容を明記してください。書類が提出できなかったり、不備がある場合は、補助金をお支払いできないことがありますのでご注意ください。



第９号様式 実績報告書 の「4 補助金の振込先」に記載した
情報と同一名義人の通帳の写し
※必ず申請者名義の口座としてください

添付書類 振込先の通帳等の写し18

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「実績報告書」の「４補助金の振込先」に記載した情報が確認できるものとして、振込先の通帳等の写しをご提出ください。�振込口座は、必ず申請名義の口座としてください。写しは、当座口座の場合は当座勘定照合表、普通口座の場合は通帳の表面および通帳を開いた１・２ページ目を提出してください。



原則として、申請書の導入予定設
備の配置図と同じ

添付書類 「導入した設備」の配置図19

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
導入した設備の配置図は、原則として申請書の導入予定設備の配置図と同じものをご提出ください。複数台ある場合は、それぞれに番号をふり、型式をご記入ください。写真台帳の写真と番号で照合できるようにしてください。



添付書類 「導入した設備」の仕様・性能がわかるもの20

型式、能力、消費エネルギー（別紙４に記載した数値）が
記載されている仕様書

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
別紙４の根拠資料として参照しますので、導入した設備の型式と、能力や消費エネルギーが記載されている仕様書、もしくはカタログの該当ページをご提出ください。申請時に提出した仕様書と同じもので結構です。



設置場所の全景写真 個々の設備写真 銘板写真

設置場所全体の状況が
わかる写真

設備をアップにした写真 型式が読み取れるように
銘板を撮影した写真

添付書類 「導入した設備」の写真台帳21

「価格高騰設備導入補助金」シールを

すべての設備に貼ったうえで、シールが見えるようにして撮影
※空調設備は室外機、室内機それぞれに貼付

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
導入した設備の写真台帳は、すべての導入設備について「設置場所の全景写真」「個々の設備写真」「銘板写真」の３種類が必要です。事務局より送付した「価格高騰設備導入補助金」のシールをすべての設備に貼ったうえで、シールが見えるように撮影してください。空調設備の場合は、室外機、室内機それぞれにシールを貼ってください。撮影にあたっての注意点についてご説明します。まず、対象設備設置場所の全景写真です。どのように設置してあるのか確認しますので、設置場所の状況がわかるよう、広めに撮影をお願いします。次に、個々の設備写真です。設備自体を確認しますので、設備をアップにした写真をご提出ください。最後に、銘板写真です。銘板とは、設備の型式や性能などの数値が記載してあるシールのことです。文字が読めるように撮影してください。撮影した写真は、配布している参考様式の設備写真台帳に貼り付けていただくか、同様の書式に貼り付けていただき提出をお願いします。銘板写真については、台帳の枠にとらわれず、文字が読み取れるような大きさにして貼り付けてください。空調設備については、室内機と室外機、それぞれ1枚をご提出ください。複数台ある場合は、すべての設備の写真を添付いただき、既存設備配置図と同じ番号を明記してください。既存設備の撤去費用が見積に明記されていない場合は、撤去したことが確認できる写真を提出してください。そのほかにも既存設備の撤去に関する写真の提出を追加で求めることがあります。また、ご提出いただいた写真で確認ができない場合は、現地調査を行うことがありますので、あらかじめご了承ください。



申請書類チェック表（実績報告用）2
2

22

事業者外の代理申請者がいる場合、
代理申請担当者の連絡先を記入

〇

〇

〇

〇

〇

ー

〇

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
最後に、「補助対象要件及び申請書類チェック表」で提出書類の確認を行います。「添付済み」の欄で、提出書類は「○」を選択し、提出しない書類は「－」を選択してください。申請事業者以外の方が代理で申請を行っている場合は、下段に連絡先のご記入をお願いします。なお、この「補助対象要件及び申請書類チェック表」については、補助金申請時に使用したExcelデータは入っていません。お手数ですが、本補助金ホームページの「令和5年度価格高騰等対応設備導入補助金申請手続きについて」の最下段にあります、「申請書類等ダウンロード」から「補助対象要件及び申請書類チェック表（実績報告用）」をダウンロードいただきご記入ください。



ご不明な点は
補助金事務局へお問合せください

当ホームページの専用お問合せフォーム

電子メール es5@eecp.or.jp

お問合せ専用ダイヤル 050- 3092- 2650
【受付時間】 10:00～12:00／13:00～17:00（土日祝日除く）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
以上で、実績報告書の記載方法および添付書類に関する説明は終了です。申請にあたって、ご不明な点については、本補助金のホームページにある、専用のお問合せフォーム、もしくはお問合せ専用ダイヤル「050‐3092‐2650」にお問い合わせください。ご視聴、ありがとうございました。


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24

